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　「第９回全国どぶろく研究大会in北秋田」が１月23
日、24日の２日間、文化会館と交流センターを会場に
開かれ、全国から約250人の製造者及び関係者が当市
に集まりました。研究大会では基調講演や事例発表、
105銘柄が出品された「どぶろくコンテスト」や試飲
会・交流会が行われ、参加者は意見交換をしながら、『ど
ぶろく』を活用した地域活性化について考えました。～第９回全国どぶろく研究大会～～第９回全国どぶろく研究大会～～第９回全国どぶろく研究大会～

北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結北秋田市に集結
全国のどぶろくが全国のどぶろくが全国のどぶろくが全国のどぶろくが全国のどぶろくが全国のどぶろくが



22広報きたあきた　2014.　2.　１広報きたあきた　2014.　2.　１

216人がさわやかに走り初め
～第33回北秋田市元旦マラソン～
216人がさわやかに走り初め
～第33回北秋田市元旦マラソン～

　2014年の新春を迎え、恒例の第33回北秋田市元旦マラソンが１月１日、市役
所周辺をコースに開かれ、市民ら216人が今年の走り初めをしました。
　種目はファミリーコース（２㎞）とチャレンジコース（４㎞）の２部門。午前
10時30分、号砲とともにスタートしたランナーたちは、小雨交じりの寒風のな
かで白い息を吐きながらも、沿道の家族らから声援を受けて完走を目指しました。
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一年の安全と地域発展を祈願
～平成26年「大太鼓叩き初め」～
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　新春恒例の「大太鼓叩き初め」が
１月２日、大太鼓の館で行われ、大
太鼓の館と物産館への誘客、施設で
の無事故や市の発展などを祈願しま
した。
　演奏の前に上町・下町大太鼓保存
会を代表して下町大太鼓保存会の藤
島勝政会長が「今日は皆さんの一年
が幸せになるよう、そして願い事が
叶うよう、思いを込めて演奏したい」
などとあいさつし、４張りの綴子大
太鼓で大きな音と振動を会場内に響
かせました。
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　平成26年北秋田市消防出初式が１月４日、鷹巣地区
で開催され、消防団員や婦人消防隊ら617人が市役所前
から文化会館までを分列行進しました。
　文化会館で行われた式典では、金田咲美消防団長が「地
域住民の安全を守るため、最前線で昼夜を問わず勇敢か
つ献身的な消防活動に対し、深く感謝申し上げる。消防
団員は特別職の地方公務員であることを再認識し、誇り
と使命感をもって市民の信頼と期待に応えるべく、一層
のご尽力をお願いしたい」などと訓示しました。

　今年の稲作の豊凶を占う小正月行事「雪中田植え」
が、１月15日に大太鼓の館前で行われました。
　開会にあたり、ＪＡ鷹巣町青年部の堀部靖部長は「地
域の農業、このような伝統行事を守り続けていきたい」
などとあいさつ。雪中田植えでは、田植え人を務めた
青年部の奈良田大輔さんが、けら、菅笠姿の昔ながら
の装いで雪田に計16束の「苗」を丁寧に植え付け、参
加者全員で五穀豊穣を祈願しました。
　なお、豊凶を占う雪中稲刈りは２月１日に行われます。

　北秋田地区交通指導隊連合会（長岐兼雄会長、隊員
57人）と北秋田地区防犯指導隊連合会（畠山東会長、
隊員48人）の安全祈願式及び査閲式が、１月11日に合
川庁舎で開かれました。
　防犯指導隊連合会の査閲式では、査閲のあと畠山会
長が「今年の干支である午年にちなんで、この地域が
天に羽ばたき明るい社会を築くため、我々隊員一同は、
今まで以上に身を引き締め、地域の安全確保にまい進
することを誓います」と決意を述べました。

　北秋田市商工会女性部（和田テヱ子部長）主催の第37
回北秋田市新春交流会が、１月９日に中央公民館で開か
れ、各団体長など約400人が参加し、新年を祝いました。
　年頭恒例の新春交流会は、名刺交換会として商工業者
や行政、各団体長らが参加して行われているもので、商
工会の合併後、市内一本化での開催は今回が４回目。
　交流会の中で和田部長は「今年一年の商売繁盛、五穀
豊穣、そして、この交流会が素晴らしい年のスタートに
なることをご祈念している」などとあいさつしました。
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決算
報告

平成24年度　北秋田市の一般会計、特別会計

財政状況をお知らせします財政状況をお知らせします

▼ 市民１人当たりの税負担　8万 3547 円 ▼

　市たばこ税　6056 円　7.2％

　その他 ( 軽自動車税、入湯税など)　2100円　2.5％

50% 100%0%

※市民１人当たりの計算は、平成25年３月31日現在の
人口35,805人（住民基本台帳による）を基にしています

▼ 市民１人当たりに使われたお金　63万 3068 円 ▼

健康づくり・きれいなまちに　6万3550円 10.0%
市の運営に　5万6529円 8.9%
道路・公園等の整備に　5万3421円 8.4%

その他　
12万8532円
　　20.3%

福祉の充実に
   15 万 8571 円

25.1%

借金返済に　7万5034円 11.9% 

50% 100%0%

教育・文化に　7万5790円 12.0%

農林業に　2万1641円 3.4%

■実質収支で約４億６８００万の黒字
　　一般会計の決算額は、歳入２３２億３５２２万７０８５円、歳出２２６億６６９８万６７９５円で、差し
引き５億６８２４万２９０円の剰余（余り）です。これから翌年度へ繰り越した事業に充てるための財源１
億１４万円を除いた実質収支は、４億６８１０万２９０円の黒字です。

■予算・決算とは
　予算とは・・・１年間の収入（歳入）と支出（歳出）に関する見積りをまとめた「計画」のことです。
　決算とは・・・実際の収支をまとめた「実績」に当たります。
　予算には「一般会計」という福祉や教育、道路整備など、市政運営の基本となる会計と、「特別会計」とい
う国民健康保険や介護保険など、一般会計と区分する必要がある特定事業の会計があります。
　一般会計と各特別会計の決算状況、概要は次のとおりです。（水道事業会計、病院事業会計を除いています）
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固定資産税　4万3323円
　　　　　　　 51.9％

　市民税　3万2068円
　　　　38.4％

予算額 ２４７億５４１７万７０００円

歳　出 226億6698万6795円

歳出

　　民生費
56億7764万631円
　 　　　25.1％

 公債費
26億8660万
　　　1661円
　　11.9％

　　総務費
20億2401万
　　6727円 
 8.9％  

　衛生費
22億7539万
  　3469円
  10.0％

　 教育費
27億1365万
　　　　4480円
　 12.0％

　　その他
議会費、労働費、
商工費、消防費など
46億208万4865円
　20.3％

農林水産業費
7億7486万6557円　3.4％
農林水産業費
7億7486万6557円　3.4％

　土木費
19億1272万8405円
　8.4％

歳入 地方交付税
118億4623万
　　　6000円
　51.0％

歳　入 232億3522万7085円

国庫支出金
20億1426万4012円
　　8.7％

国庫支出金
20億1426万4012円
　　8.7％

県支出金
15億268万9449円
     6.5％

県支出金
15億268万9449円
     6.5％

　　その他
分担金・負担金、
使用料・手数料など
24億7121万6014円
　　10.6％

繰越金
7億2818万8512円
3.1％

市債
16億8120万円
　　　7.2％

市債
16億8120万円
　　　7.2％

 　市税
29億9143万
    3098円
　  12.9％

決　算　額
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■民生費：社会福祉や医療助成など、安定した社会
生活を保障するために使ったお金です。
■教育費：幼稚園や小中学校、社会教育や保健体育
など、教育分野に使ったお金です。
■公債費：国などから借入れたお金(市債)の返済な
どに使ったお金です。
■衛生費：健康診断や各種検診、ごみ処理など、健康
で衛生的な生活環境を保つために使ったお金です。
■総務費：市庁舎の維持管理や戸籍、徴税、選挙、監
査事務など市の総括的な事務に使ったお金です。
■土木費：道路、河川、公園、市営住宅などの整備や
除排雪経費を含む維持管理に使ったお金です。
■農林水産業費：農業、林業、水産業の振興に使った
お金です。
■議会費：議会の運営などに使ったお金です。
■労働費：雇用の確保・安定などに使ったお金です。
■商工費：商工業の振興や観光の振興などに使った
お金です。
■消防費：消防や救急活動に使ったお金です。

歳 　 出歳 　 出
■地方交付税：市の財政状況に応じて国から交付さ
れたお金です。
■市税：市民税や固定資産税など、市民の皆さんに納
めていただいたお金です。
■国庫支出金：特定の事業を行うために国から交付
された負担金、補助金などのお金です。
■市債：特定の事業を行うために、国などから借り入
れたお金です。
■県支出金：特定の事業を行うために、県から交付さ
れた負担金・補助金などのお金です。
■繰越金：前年度から持ち越された剰余金のことを
言います。事業を持ち越すことで必要になったお
金も含みます。
■分担金・負担金：市の事業で特定の利益を受けた人
に負担していただいたお金です。
■使用料・手数料：市の施設の使用や、住民票の交付
など、特定の行政サービスを受けた人に負担して
いただいたお金です。　

歳 　 入歳 　 入
用 語 解 説用 語 解 説

会計区分 予算額 歳　　入 歳　　出 差引 (歳入 - 歳出 )

国民健康保険
国民健康保険合川診療所
介護保険
介護サービス事業
簡易水道
農業集落排水事業
下水道事業
特定地域生活排水処理事業
後期高齢者医療
阿仁診療所
米内沢診療所
七座財産区
坊沢財産区
綴子財産区
栄財産区
沢口財産区
七日市財産区
米内沢財産区
前田財産区
阿仁合財産区
大阿仁財産区

43億8370万3000円
2億3134万7000円
52億6273万5000円
1億3172万7000円
9億3222万6000円
3億9780万9000円
16億9944万8000円

2457万7000円
4億3762万9000円
2億2859万6000円
2億2704万9000円

493万円
153万6000円
291万5000円
1353万6000円

2000円
151万2000円
3856万4000円
4998万4000円
1324万1000円
404万5000円

140億8711万1000円

43億6174万6514円
2億225万4957円
51億860万1113円
1億2811万2338円
10億378万5972円
3億9001万4091円
14億9833万9338円

2424万1955円
4億1223万869円
2億2494万8713円
2億1781万8856円

492万9225円
4251万6166円
7379万385円
6070万832円
197万7201円
2340万2069円
5714万459円

1億9790万9722円
1705万5886円
412万9559円

140億5564万6220円

41億158万5003円
2億225万4957円

48億7015万4944円
1億2811万2338円
9億269万7981円
3億9001万4091円
14億9477万9338円

2424万1955円
4億1156万2622円
2億2494万8713円
2億1781万8856円

492万9225円
101万2199円
82万1335円

1330万2966円
0円

95万8685円
3829万3894円
4411万9559円
1080万4137円
371万6790円

130億8612万9588円

2億6016万1511円
0円

2億3844万6169円
0円

1億108万7991円
0円

356万円
0円

66万8247円
0円
0円
0円

4150万3967円
7296万9050円
4739万7866円
197万7201円
2244万3384円
1884万6565円

1億5379万163円
625万1749円
41万2769円

9億6951万6632円合　　計

平成 24年度特別会計　決算額
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今
月
7
日
に
開
幕
す
る
第
22
回
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
（
２
０
１
４
・
ソ

チ
）
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
の
代
表
に
、
北

秋
田
市
出
身
の
湊
祐
介
選
手
（
28
歳
）
＝

東
京
美
装
・
鷹
巣
農
林
高
校
―
日
本
大
学

出
身
＝
が
、
1
月
14
日
、
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
北
秋
田
市
か
ら
は
、
す
で
に
出
場
が

決
ま
っ
て
い
る
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
の
鈴

木
芙
由
子
選
手
（
25
歳
）
＝
自
衛
隊
冬
戦

教
・
米
内
沢
高
校
出
身
＝
と
と
も
に
、
前

回
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
大
会
に
続
い
て
２
度

目
の
五
輪
出
場
と
な
り
ま
す
。

　
湊
選
手
は
、
阿
仁
中
学
校
で
複
合
競
技

を
始
め
、
高
校
で
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
優

勝
す
る
な
ど
活
躍
。
09
年
世
界
選
手
権
で

団
体
優
勝
、
個
人
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル
６
位
入

賞
。
ま
た
、
前
回
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
大
会

で
は
、
個
人
ラ
ー
ジ
ヒ
ル
に
出
場
し
26
位

に
な
っ
て
い
ま
す
。
代
表
に
決
ま
り
、
湊

選
手
は
「
自
分
の
や
る
べ
き
こ
と
に
集
中

し
、
日
本
チ
ー
ム
の
た
め
に
全
力
を
尽
く

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
鈴
木
選
手
は
、
合
川
中
学
校
と
米
内
沢

高
校
時
代
に
は
距
離
競
技
の
選
手
と
し
て

全
国
大
会
で
活
躍
し
、
自
衛
隊
に
入
り
バ

イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
を
始
め
ま
し
た
。
前
回

の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
大
会
で
は
、
３
種
目
に

出
場
し
、
ス
プ
リ
ン
ト
で
44
位
と
健
闘
し

ま
し
た
。
五
輪
出
場
選
手
に
よ
る
共
同
会

見
で
鈴
木
選
手
は
「
五
輪
で
の
目
標
は
10

位
以
内
。
今
の
自
分
の
力
を
最
大
限
発
揮

し
、
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
た
い
」
と
力
強

く
述
べ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
湊
・
鈴
木
両
選
手
の

活
躍
を
期
待
し
て
、
ソ
チ
へ
届
く
よ
う
な

熱
い
応
援
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
競
技
と
は

　
ジ
ャ
ン
プ
と
距
離
を
組
み
合
わ
せ
た
競

技
で
、
瞬
発
力
と
持
久
力
の
両
方
が
要
求

さ
れ
ま
す
。
五
輪
で
は
個
人
戦
の
ノ
ー
マ

ル
ヒ
ル
と
ラ
ー
ジ
ヒ
ル
、
団
体
ラ
ー
ジ
ヒ

ル
が
行
わ
れ
ま
す
。
ジ
ャ
ン
プ
は
全
種
目

と
も
1
回
の
み
で
、
距
離
（
い
ず
れ
も
フ

リ
ー
走
法
）
は
個
人
戦
が
10
キ
ロ
、
団
体

は
20
キ
ロ
を
４
人
で
リ
レ
ー
し
ま
す
。

■
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
と
は

　
ス
キ
ー
の
距
離
と
ラ
イ
フ
ル
射
撃
を
組

み
合
わ
せ
た
競
技
で
、
走
力
に
加
え
、
射

撃
の
正
確
性
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
五
輪
で

は
、
ス
プ
リ
ン
ト
、
パ
シ
ュ
ー
ト
（
個
人

追
い
抜
き
）、
個
人
（
イ
ン
デ
ィ
ビ
デ
ュ

ア
ル
）、
マ
ス
ス
タ
ー
ト
（
一
斉
ス
タ
ー

ト
）、
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。
射
撃
は
、

立
射
と
伏
射
が
あ
り
、
種
目
に
よ
り
射
撃

の
回
数
や
順
番
、
１
発
外
す
ご
と
に
課
せ

ら
れ
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
異
な
り
ま
す
。 ▲市役所前に設置された五輪出場を祝う看板

市
民
の
応
援
ソ
チ
に
届
け
‼

市
民
の
応
援
ソ
チ
に
届
け
‼

市
民
の
応
援
ソ
チ
に
届
け
‼

競技日程 （日本時間）

■ノルディック複合
２月12日▽個人ノーマルヒル
　　　　    ジャンプ 〈18:30~〉
　　　　    クロスカントリー 〈21:30~〉
　　18日▽個人ラージヒル
　　　　    ジャンプ 〈18:30~〉
　　　　    クロスカントリー 〈21:00~〉
　　20日▽団体　
　　　　    ジャンプ 〈17:00~〉
　　　　    クロスカントリー 〈20:00~〉

■バイアスロン（女子）
２月９日▽スプリント 〈23:30~〉
　　11日▽パシュート 〈24:00~〉
　　14日▽個人 〈23:00~〉
　　17日▽マススタート 〈24:00~〉
　　21日▽リレー 〈23:30~〉

※いずれも日本時間です。テレビ放映
の時間は各自お確かめください。
※バイアスロンのパシュートとマスス
タートは前競技の上位選手が出場します。

湊・鈴
木
選
手
に
声
援
を
送
ろ
う

　　　　　　　　ソチ五輪７日に開幕

▲ノルディック複合の日本
代表に決まった湊祐介選手

▲バイアスロンの日本代表
に決まった鈴木芙由子選手
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中
国
で
の
貴
重
な
体
験
を
未
来
へ

中
国
で
の
貴
重
な
体
験
を
未
来
へ

中
国
で
の
貴
重
な
体
験
を
未
来
へ

青少年国際交流研修団

　
交
流
の
輪
を
若
い
世
代
に

　
青
少
年
国
際
交
流
研
修
団
（
団
長
・

虻
川
副
市
長
）
が
１
月
６
日
か
ら
11
日
ま

で
の
６
日
間
の
日
程
で
、
中
国
の
上
海
市
、

蘇
州
市
、
溧
陽
市
を
訪
問
し
、
異
文
化
交

流
や
体
験
を
通
し
て
中
国
へ
の
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

　
今
回
の
訪
問
は
、
旧
秋
田
県
立
営
農
大

学
校
で
中
国
か
ら
の
留
学
生
を
受
け
入
れ

て
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
続
い
て
い
る

交
流
の
輪
を
、
市
の
若
い
世
代
に
も
引
き

継
ぎ
、
両
国
の
子
ど
も
た
ち
が
相
互
に
交

流
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
実
施
し

た
も
の
で
す
。

　
研
修
団
員
は
、
一
般
公
募
に
よ
り
選
ば

れ
た
、
合
川
中
学
校
２
年
の
齋
藤
北
斗
さ

ん
、
鷹
巣
中
学
校
２
年
の
成
田
千
佳
さ
ん
、

大
館
国
際
情
報
学
院
高
校
２
年
の
工
藤
南

さ
ん
、
秋
田
北
鷹
高
校
２
年
の
藤
田
優
花

さ
ん
と
伊
藤
諒
平
さ
ん
の
５
人
で
す
。

　
元
留
学
生
か
ら
の
熱
烈
な
歓
迎

　
上
海
で
は
、
元
留
学
生
の
皆
さ
ん
が
歓

迎
会
を
開
催
。
上
海
市
嘉
定
区
農
業
委

員
会
の
朱
維
強
さ
ん
か
ら
は
、
中
国
へ
の

訪
問
を
歓
迎
す
る
と
と
も
に
「
未
来
へ
向

け
た
青
少
年
交
流
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
た

い
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
日
本
語
を
学
ぶ
学
生
ら
と
交
流

　
中
国
で
は
、
蘇
州
市
の
蘇
州
農
業
職
業

技
術
学
院
（
日
本
の
大
学
に
相
当
）
と
、

溧
陽
市
の
光
華
高
級
中
学
（
日
本
の
高
校

に
相
当
）
を
訪
問
し
、
日
本
語
を
学
ぶ
学

生
や
生
徒
ら
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
蘇
州
農
業
職
業
技
術
学
院
で
は
、
学
生

の
ほ
か
元
留
学
生
で
副
学
院
長
の
郭
志
海

さ
ん
と
副
教
授
の
江
炳
坤
さ
ん
を
交
え

て
懇
談
し
、
お
互
い
の
住
ん
で
い
る
所
や

学
校
生
活
の
様
子
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

中
に
は
日
系
企
業
へ
の
就
職
や
日
本
へ
の

留
学
を
希
望
す
る
学
生
も
い
て
、
熱
心
に

質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。
団
員
ら
は
、
日

本
の
文
化
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
折
り
紙

を
教
え
た
り
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
を
披

露
し
た
り
し
て
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
光
華
高
級
中
学
で
は
、
生
徒
と
交
流
す

る
と
と
も
に
、
生
徒
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
て
、
中
国
の
一
般
家
庭
の
生
活

を
体
験
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
訪
問
で
は
、
世
界
文
化

遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
る
庭
園
や
陵
墓
、

由
緒
あ
る
建
造
物
な
ど
を
見
学
し
、
中
国

の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

▲蘇州農業職業技術学院では、記念品の贈呈を受けました

青
少
年
国
際
交
流
研
修
団

　
交
流
の
大
切
さ
を
実
感

　
団
員
は
、
14
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
津

谷
市
長
へ
帰
国
を
報
告
し
ま
し
た
。
多
く

の
出
会
い
と
貴
重
な
体
験
を
重
ね
た
団

員
は
「
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
聞
き
、
中
国
に

は
良
い
イ
メ
ー
ジ
が
な
か
っ
た
が
、
実
際

に
行
っ
て
み
て
印
象
が
変
わ
っ
た
」、「
み

ん
な
友
好
的
で
熱
烈
に
歓
迎
し
て
く
れ

た
」、「
悪
い
イ
メ
ー
ジ
は
政
治
的
な
も
の

で
、
人
と
人
と
の
交
流
は
大
切
に
す
る
べ

き
だ
」
な
ど
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

▲今回のために練習を重ねた
「よさこいソーラン」を披露し、
とても盛り上がりました

▲古都・蘇州にある虎丘を訪ね
て、中国の歴史に触れました

そ
し
ゅ
う

り
つ
よ
う

し
ゅ
い
き
ょ
う

か
く
し
か
い

こ
う
へ
い
こ
ん

こきゅう
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秋田内陸縦貫鉄道㈱が受賞報告／ＳＧＥＴ秋田メガソーラー発電所開所式

▲津谷市長へ受賞を報告する秋田内陸縦貫
鉄道㈱の酒井一郎社長

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱
が
受
賞
報
告

産
業
観
光
ま
ち
づ
く
り
大
賞
で
特
別
賞

県
内
最
大
級
の
太
陽
光
発
電
所
が
稼
働

　
第
７
回
産
業
観
光
ま
ち
づ
く
り
大
賞
で

特
別
賞
を
受
賞
し
た
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道

㈱
の
酒
井
一
郎
代
表
取
締
役
社
長
が
12
月

17
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に
受

賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
産
業
観
光
ま
ち
づ
く
り
大
賞
は
、
産
業

遺
産
な
ど
を
活
用
し
人
的
交
流
を
図
る

「
産
業
観
光
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実

践
し
、
他
地
域
の
模
範
と
な
る
優
れ
た
事

例
を
表
彰
す
る
制
度
で
、
平
成
19
年
に
公

益
社
団
法
人
日
本
観
光
振
興
協
会
に
よ
っ

て
創
設
。
産
業
観
光
に
取
り
組
む
地
方
自

治
体
や
観
光
協
会
、
商
工
会
議
所
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
を
対
象
に
幅
広
く
募
集
し
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
同
社
が
沿
線
地
域
の

自
然
や
文
化
、
温
泉
、
産
業
な
ど
を
生
か

し
、
鉄
道
と
い
う
交
通
手
段
を
介
し
て
観

光
振
興
や
誘
客
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
具
体

的
に
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
企
画
列

車
を
次
々
に
生
み
出
し
継
続
し
て
い
る
こ

と
や
、
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
の
制
作
で
車
窓
か
ら
の
風
景
に
魅
力
付

け
し
て
い
る
こ
と
、
観
光
ア
テ
ン
ダ
ン
ト

を
取
り
入
れ
工
夫
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
受
賞
報
告
に
訪
れ
た
酒
井
社

Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｔ
秋
田
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
開
所
式

長
は
「
こ
れ
ま
で
商
工
会
議
所
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
が
受
賞
し
て
い
た
が
、
企
業
が
受
賞

す
る
の
は
あ
ま
り
例
が
な
く
名
誉
な
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
る
。
受
賞
は
、
地
元
の

方
々
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
た
」
な
ど
と
報
告
し
ま
し
た
。

　
報
告
を
受
け
て
津
谷
市
長
は
「
全
国
か

ら
た
く
さ
ん
の
方
が
こ
の
地
域
を
訪
れ
る

こ
と
に
期
待
し
て
い
る
。
今
回
の
受
賞
を

励
み
に
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と

述
べ
ま
し
た
。

　
産
業
観
光
ま
ち
づ
く
り
大
賞
で
の
受
賞

は
、
秋
田
県
内
の
団
体
と
し
て
も
、
ま
た
、

鉄
道
会
社
と
し
て
も
初
め
て
の
受
賞
と
な

り
ま
す
。

　
脇
神
地
区
の
市
遊
休
地
へ
設
置
が
進
め

ら
れ
て
い
た
太
陽
光
発
電
所
（
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
発
電
所
）
の
開
所
式
が
12
月
24
日
、

同
敷
地
内
で
行
わ
れ
、
関
係
者
が
出
席
し

て
開
所
を
祝
い
ま
し
た
。

　
同
施
設
は
、「
ス
パ
ー
ク
ス
・
グ
リ
ー
ン

エ
ナ
ジ
ー
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱
」（
本
社

・
東
京
都
）
の
現
地
法
人
「
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｔ
秋

田
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
合
同
会
社
」
が
事
業
を

行
う
も
の
で
、
平
成
25
年
の
６
月
か
ら
設

置
工
事
が
進
め
ら
れ
、
こ
の
度
の
開
所
と

な
り
ま
し
た
。

　
開
所
式
で
は
、
事
業
主
を
代
表
し
て
ス

パ
ー
ク
ス
・
グ
ル
ー
プ
㈱
の
阿
部
修
平
代

表
取
締
役
社
長
が
「
我
々
の
取
り
組
み
が

北
秋
田
市
及
び
秋
田
県
に
お
け
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
更
な
る
普
及
に
繋
が
れ

ば
幸
い
だ
と
思
う
。
発
電
所
を
作
っ
た
か

ら
終
わ
り
と
い
う
の
で
は
な
く
、
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
我
々
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

発
電
所
が
こ
の
土
地
の
誇
れ
る
シ
ン
ボ
ル

と
な
る
よ
う
努
力
し
た
い
」
な
ど
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
津
谷
市
長
が
「
太
陽
光
発
電
に

不
利
と
言
わ
れ
る
雪
国
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
全
国
の
中
か
ら
、
当
市
を
選
ん
で

い
た
だ
い
た
こ
と
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。

こ
の
発
電
所
は
、
秋
田
県
内
で
稼
働
す
る

メ
ガ
ー
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
７
か
所
の
う
ち
、

最
大
規
模
で
あ
り
、
壮
観
な
こ
の
発
電
所

が
、
市
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
、
市

内
外
の
皆
さ
ん
か
ら
親
し
ま
れ
る
施
設
と

な
る
よ
う
期
待
す
る
」
な
ど
と
お
祝
い
を

述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
事
業
者
や
工
事
関
係
者
、
市
、

近
隣
の
小
中
学
校
の
代
表
者
が
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
行
っ
て
、
稼
働
を
祝
い
ま
し
た
。

　
同
施
設
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
最
大
出
力

は
約
２
・
６
メ
ガ
ワ
ッ
ト
。
年
間
発
電
量

は
２
６
４
５
メ
ガ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
で
一
般

家
庭
７
３
５
世
帯
分
の
年
間
消
費
電
力
量

に
相
当
し
、
発
電
さ
れ
た
電
気
は
東
北
電

力
㈱
に
売
電
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲関係者がテープカットをして、メガソー
ラーの稼働を祝いました
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津谷市長年頭の訓示／市長ダイアリー

　
平
成
26
年
の
仕
事
始
め
を
迎
え
た
１
月

６
日
、
市
役
所
大
会
議
室
で
、
津
谷
市
長

が
幹
部
職
員
ら
約
80
人
を
前
に
年
頭
の
訓

示
を
行
い
「
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
、
夢

と
希
望
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
ま
い

進
し
て
い
こ
う
」
と
喚
起
し
ま
し
た
。 

  

津
谷
市
長
は
、
は
じ
め
に
北
秋
田
市
政

を
振
り
返
り
「
昨
年
を
漢
字
一
文
字
で
表

す
と
、
物
事
を
始
め
る
『
始
』
と
い
う
字

を
あ
て
は
め
た
。
そ
れ
は
、
合
併
当
初
か

ら
の
積
み
残
し
て
き
た
課
題
が
そ
ろ
そ
ろ

片
付
き
、
こ
れ
か
ら
は
北
秋
田
市
を
元
気

づ
け
、
前
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
た
め

の
施
策
が
始
ま
り
だ
す
年
と
位
置
づ
け
た

か
ら
」
な
ど
と
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
う

え
で
、
具
体
的
に
（
仮
称
）
生
涯
学
習
交

流
施
設
を
核
と
し
た
中
心
市
街
地
の
に
ぎ

わ
い
の
創
出
を
は
じ
め
、
給
食
セ
ン
タ
ー
、

伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
、
市

営
住
宅
、
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

動
き
出
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
今
年
は
市
民
の
所
得
向
上
と
超

高
齢
化
社
会
の
ま
ち
づ
く
り
、
災
害
に

し
っ
か
り
と
対
応
で
き
、
安
全
安
心
で
高

齢
者
や
弱
者
に
優
し
く
『
北
秋
田
市
は
住

み
や
す
い
』
と
言
わ
れ
続
け
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
積

極
果
敢
に
ス
ピ
ー
ド
を
持
っ
て
取
り
組

む
」
と
述
べ
、
そ
の
た
め
職
員
に
対
し
て

「
常
に
問
題
意
識
を
持
ち
、
互
い
に
情
報

の
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
仕
事
に
精
励
し

て
ほ
し
い
」
と
奮
起
を
促
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
国
ど
ぶ
ろ
く
研
究
大
会
や
熊

牧
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
、
国
民

文
化
祭
や
ま
る
ご
と
森
吉
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
北
秋
田
市
を
県
内
外
に
売
り
込
む

機
会
だ
と
し
て
「
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す

こ
と
な
く
フ
ル
に
活
用
し
、
交
流
人
口
の

増
加
と
北
秋
田
市
の
経
済
に
プ
ラ
ス
に
結

び
付
け
る
よ
う
、
全
庁
横
断
的
に
取
り
掛

か
っ
て
欲
し
い
」
と
職
員
の
奮
闘
に
期
待

し
ま
し
た
。 津

谷
市
長
年
頭
の
訓
示

常
に
問
題
意
識
を
持
ち
仕
事
に
精
励
を

◇
12
月
16
日
〜
１
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

12
月
16
日（
月
）▽
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
北
秋
田
議
員
連
盟
定
時
総
会
（
打
当
温
泉
）

▽
鷹
巣
南
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
部
佐
藤
柚
花
選
手
Ｊ
Ｏ
Ｃ
メ
ン

バ
ー
選
抜
報
告（
本
庁
舎
）

18
日（
水
）▽
省
庁
訪
問（
東
京
都
）

19
日（
木
）▽
県
道
矢
板
糠
沢
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
要
望
活
動（
北
秋
田
地

域
振
興
局
ほ
か
）

20
日（
金
）▽
市
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場
開
き（
同
ス
キ
ー
場
）▽
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

秋
田
県
北
支
店「
電
話
お
願
い
手
帳
」寄
贈（
本
庁
舎
）▽
あ
き
ぎ
ん

会
秋
田
銀
行
鷹
巣
支
店
開
設
90
周
年
記
念
祝
賀
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

21
日（
土
）▽
北
林
貞
男
氏
黄
綬
褒
章
受
章
祝
賀
会（
秋
田
市
）

24
日（
火
）▽
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｔ
秋
田
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
開
所
式（
脇
神
地
内
）▽
鷹

巣
中
学
校
駅
伝
部
全
国
中
学
校
駅
伝
大
会
結
果
報
告（
本
庁
舎
）

25
日（
水
）▽
赤
十
字
災
害
援
助
資
機
材
寄
贈（
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
さ
え
）

26
日（
木
）▽
第
５
回
北
秋
田
市
行
政
評
価
委
員
会（
本
庁
舎
）

1
月
３
日（
金
）▽
新
春
交
流
会（
坊
沢
公
民
館・七
日
市
公
民
館
）

４
日（
土
）▽
平
成
26
年
北
秋
田
市
消
防
出
初
式（
文
化
会
館
ほ
か
）

５
日（
日
）▽
新
春
交
流
会（
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
か
え・伊
勢
町
児
童
館
）

６
日（
月
）▽
年
頭
の
あ
い
さ
つ（
本
庁
舎
・
衛
生
セ
ン
タ
ー
）▽
岩
手
県
山
田
町

派
遣
職
員
報
告（
本
庁
舎
）

９
日（
木
）▽
北
秋
田
市
商
工
会
女
性
部
第
37
回
新
春
交
流
会
（
中
央
公
民
館
）

▽
北
秋
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー
所
員
発
表
会（
文
化
会
館
）

11
日（
土
）▽
平
成
26
年
北
秋
田
地
区
交
通
指
導
隊・防
犯
指
導
隊
連
合
会
査
閲
式（
合

川
庁
舎
）▽
阿
仁
戸
鳥
内
大
野
地
区
特
定
農
業
用
管
内
路
等
特
別
対
策

事
業
ほ
か
合
同
祝
賀
会（
阿
仁
戸
鳥
内
地
域
特
産
品
生
産
セ
ン
タ
ー
）

12
日（
日
）▽
新
春
交
流
会
（
沢
口
公
民
館
）▽
第
21
回
の
れ
そ
れ
年
末
年
始
大

売
り
出
し
大
抽
選
会（
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

14
日（
火
）▽
第
１
回
北
秋
田
市
行
財
政
改
革
推
進
本
部
会
議（
本
庁
舎
）▽
北

秋
田
市
青
少
年
国
際
交
流
研
修
団
活
動
報
告（
本
庁
舎
）

15
日（
水
）▽
秋
田
県・県
内
市
町
村
と
首
都
圏
企
業
と
の
懇
談
会（
東
京
都
）

ゆ
ず
は

▲津谷市長が約 80人の市役所幹部職員を
前に訓示
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精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
れ
も
ん

の
会
」（
小
坂
和
子
代
表
）
主
催
の
『
い
の
ち

の
コ
ン
サ
ー
ト
』
が
１
月
12
日
、
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
が
来
場
し
、
命
の

尊
さ
を
改
め
て
考
え
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
フ
ル
ー
ト
演
奏
者
と

し
て
釜
石
市
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
前
川

弾
さ
ん
が
、
東
日
本
大
震
災
の
記
憶
を
風
化

さ
せ
な
い
よ
う
に
と
の
思
い
を
歌
に
込
め
て
、

フ
ル
ー
ト
や
ギ
タ
ー
演
奏
を
交
え
な
が
ら
力

強
い
歌
声
で
来
場
者
に
伝
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
詩
の

朗
読
や
小
学
生
と
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
歌

が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
蜘
蛛
の

糸
の
佐
藤
久
男
理
事
長
が
講
演
し
、「
各
機
関

が
連
携
し
自
殺
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
こ

う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

▲小学生とコーラスグループが、手話を交
えて歌を披露しました

命の尊さをみんなで考える ●いのちのコンサート

　
「
き
た
あ
き
た
い
じ
め
ゼ
ロ
サ
ミ
ッ
ト
」

が
、
１
月
８
日
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、

市
内
小
中
学
校
の
代
表
の
児
童
生
徒
18
人
が
、

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
児
童
生
徒
自
ら
が
い
じ
め

の
問
題
に
つ
い
て
学
び
・
考
え
る
こ
と
で
、

い
じ
め
防
止
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
て
よ
う
と
、

市
教
育
委
員
会
が
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
小
学
生
と
中
学
生
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
い
じ
め
の
防
止
に
つ
い

て
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
５
つ

の
宣
言
文
か
ら
な
る
「
い
じ
め
ゼ
ロ
宣
言
」

を
作
成
し
、
全
体
会
で
発
表
し
ま
し
た
。
児

童
生
徒
た
ち
は
、
始
め
は
初
対
面
で
緊
張
し

た
様
子
で
し
た
が
、
次
第
に
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、

活
発
な
意
見
交
換
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 ▲市内の各小中学校の代表生徒が、いじめ

防止について討論

いじめ防止に活発な話し合い ●いじめゼロサミット

　
㈶
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
Ｂ
級
公
認
２
０
１

４
マ
ス
タ
ー
ズ
ス
キ
ー
森
吉
山
阿
仁
大
会
が

１
月
４
日
と
５
日
、
秋
田
県
ス
キ
ー
連
盟
公

認
第
26
回
森
吉
山
ス
キ
ー
大
会
兼
第
66
回
大

館
北
秋
田
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
が
５
日
、
高

津
森
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
で
開
か
れ
、

選
手
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
競
技
の
開
幕

戦
と
な
る
今
大
会
に
は
、
マ
ス
タ
ー
ズ
ス

キ
ー
に
県
内
外
か
ら
８
人
、
森
吉
山
ス
キ
ー

大
会
に
は
県
内
か
ら
１
０
０
人
が
参
加
。

　
５
日
は
、
時
折
強
い
雪
が
降
り
、
視
界
を

さ
え
ぎ
る
あ
い
に
く
の
天
候
と
な
り
ま
し
た

が
、
選
手
た
ち
は
、
コ
ー
ス
脇
に
陣
取
っ
た

家
族
や
チ
ー
ム
メ
イ
ト
か
ら
の
熱
い
声
援
を

受
け
て
、
果
敢
に
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
力
走
し

ま
し
た
。 

▲コース前半の上り坂で力走する中学生の
男子選手

クロカンスキーで熱戦 ●森吉山・大北中学校・マスターズスキー大会

だ
ん
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学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
し
た
学
校
づ

く
り
活
動
で
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し

た
鷹
巣
南
小
学
校
支
援
地
域
本
部
の
代
表
者

が
、
12
月
17
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市

長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
同
校
支
援
地
域
本
部
は
学
校
後
援
会
の
中

に
位
置
付
け
ら
れ
、「
あ
っ
た
か
ハ
ー
ト
の
輪

を
大
き
く
広
げ
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

地
域
住
民
、Ｐ
Ｔ
Ａ
諸
団
体
が
連
携
し
、
地

域
ぐ
る
み
の
あ
い
さ
つ
運
動
や
登
校
時
の
指

導
、
下
校
時
の
見
守
り
、
自
然
体
験
・
環
境

学
習
、
伝
統
芸
能
の
継
承
、
読
み
聞
か
せ
、

地
元
の
人
材
を
活
用
し
た
学
習
支
援
な
ど
の

幅
広
い
取
り
組
み
を
行
う
な
ど
、
学
校
と
地

域
、
双
方
向
の
教
育
力
を
高
め
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

▲津谷市長へ受賞を報告する鷹巣南小学校
支援本部の代表の皆さん

学校支援で文部科学大臣表彰を受賞 ●鷹巣南小学校支援地域本部

　
市
消
防
本
部
に
災
害
対
応
特
殊
屈
折
は
し

ご
付
消
防
自
動
車
が
配
備
さ
れ
、
５
日
間
の

操
作
訓
練
を
終
え
て
12
月
16
日
か
ら
運
用
開

始
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
車
両
は
、
30
年
が
経
過
し
た
は
し
ご

車
の
更
新
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
最

大
地
上
高
約
26
メ
ー
ト
ル
の
３
連
１
節
の
伸

縮
・
屈
折
ブ
ー
ム
を
装
備
し
、
電
柱
や
電
線

な
ど
の
高
所
障
害
も
ク
リ
ア
し
目
標
地
点
ま

で
接
近
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
地

面
か
ら
マ
イ
ナ
ス
６
メ
ー
ト
ル
ま
で
バ
ス

ケ
ッ
ト
を
降
下
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

橋
脚
や
堤
防
か
ら
の
活
動
や
水
難
救
助
な
ど

に
も
能
力
を
発
揮
し
ま
す
。 

　
同
型
の
屈
折
は
し
ご
車
の
配
置
は
、
県
内

で
は
秋
田
市
消
防
本
部
に
次
い
で
２
台
目
と

な
り
ま
す
。

▲新たに配備された消防自動車で、はしご
を屈折させて救助する様子を披露

特殊屈折はしご付消防自動車を配備 ●北秋田市消防本部

▲見栄えや味、アイデアなどを慎重に採点す
る審査員

趣向を凝らした料理がいっぱい ●第８回山の芋料理コンクール
　
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
主
催
の
第
８
回
山
の
芋
料
理

コ
ン
ク
ー
ル
が
１
月
16
日
、
中
央
公
民
館
で

開
か
れ
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
様
々
な
山
の
芋

料
理
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。　

　
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
料
理
部
門
に
鍋
、
パ

イ
、
コ
ロ
ッ
ケ
、
サ
ラ
ダ
な
ど
17
品
、
加
工

部
門
に
は
、
漬
物
、
デ
ザ
ー
ト
、
よ
う
か
ん
、

団
子
な
ど
12
品
の
合
わ
せ
て
29
品
が
出
品
さ

れ
、
市
や
消
費
者
の
会
、Ｊ
Ａ
、
飲
食
店
な

ど
10
人
の
審
査
員
が
試
食
し
「
見
栄
え
」「
食

味
」「
ア
イ
デ
ア
」「
素
材
の
有
効
性
」
の
４
項

目
に
つ
い
て
採
点
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
盛
り
付
け
に
も
配
慮
し
た
彩

り
豊
か
な
料
理
が
各
テ
ー
ブ
ル
に
ず
ら
り
と

並
べ
ら
れ
、
審
査
員
は
、
創
意
工
夫
さ
れ
た

作
品
の
出
来
栄
え
に
感
心
し
な
が
ら
採
点
し

て
い
ま
し
た
。
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校訓「明るく・楽しく・元気よく」校訓「明るく・楽しく・元気よく」

　今年で３回目となる北秋田市「冬の笑楽校」が１
月 10 日、中央公民館で開かれ、小学生から大人ま
で 32人が参加して年代や学校の枠を越えて交流し、
地域の先生による授業を楽しみました。
　１時間目の音楽は「バターもちのうた」を作った
本城奈々さんを講師に歌と踊りを、２時間目の国語
は、秋田北鷹高校かるた部の生徒を講師に百人一首
を、３時間目の家庭では郷土料理を教わりました。
さらに、午後からの秋田大学教育文化学部による
「スペシャル理科実験」では、興味深い実験が行わ 　▲秋田北鷹高校かるた部による百人一首の模範演技

れ、新しいことに挑戦しながら、ふるさとの良さを
発見する授業になりました。～冬の笑楽校（しょうがっこう）2014 ～

明日に向けた社会学明日に向けた社会学

　合川公民館の公開講座「第１回合川ろばた講座」
が１月22日に開かれ、40人が参加して地域の課題
について話し合いました。
　今回は「私の身の周りに “あったか福祉” の種を
蒔こう」というタイトルで、地域福祉アドバイザー
の鳥居一頼氏を講師に、参加者が小グループに分か
れて話し合うワークショップ形式で進められました。
　参加者は、自治会での問題点と思われるものを出
し合い、それぞれの共通課題として取り組み、解決
する方法を話し合いました。最初はためらいながら 　▲各グループ代表者が話し合った内容を発表

でしたが、徐々に話し合いに熱が入りワークショッ
プは盛会となりました。～合川公民館「第１回合川ろばた講座」～

冬の味「サバ寿しづくり」冬の味「サバ寿しづくり」

　綴子公民館の公開講座「サバ寿しづくり」講座が
１月18日に開かれ、15人が参加して麹で漬けるな
れ寿しに挑戦しました。
　サバ寿しは、キャベツや大根、しょうがなどと漬
けこみ、冬場の保存食としてハタハタ寿しなどと共
に良く食べられています。
　講座では、ＪＡ鷹巣町女性部漬物加工グループの
成田盛子さんを講師に、作り方の説明を受けた後、
グループに分かれておいしく漬けるコツや工夫など
を学びました。また、サバ寿しのほか、「ほうれん 　▲サバの皮むきなどのコツを学ぶ受講生

草と鶏のスープ煮」「杏仁豆腐」なども調理し、有
意義な講座となりました。～綴子公民館公開講座～

かずより
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学びの広場

〈
構
成
〉

　
演
舞
は
、
大
獅
子
と
獅
子
を
誘
導
す

る
さ
さ
ら
役
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
獅
子
は
２
人
立
ち
で
、
役
は
胎
内
舞

人
３
〜
４
人
で
行
い
ま
す
。
さ
さ
ら
役

は
１
人
で
腰
に
刀
を
差
し
、
ね
じ
り
の

入
っ
た
杉
棒
と
細
か
く
裂
け
目
を
入
れ

た
竹
棒
を
使
い
、
音
を
出
し
て
獅
子
を

操
り
ま
す
。
囃
子
方
は
、
笛
・
太
鼓
で

構
成
さ
れ
、
衣
装
も
昔
か
ら
継
続
さ
れ

た
装
束
と
な
っ
て
い
ま
す
。
保
育
園
児
、

小
中
生
で
演
じ
る
子
ど
も
獅
子
舞
も
あ

り
ま
す
。

※
さ
さ
ら
…
竹
を
細
か
く
割
っ
て
束
ね

た
、
桶
な
ど
を
洗
う
道
具

◇
毎
年
８
月
14
日
公
開
（
原
則
盆
期
間

中
）。
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会
、
秋

田
県
民
俗
芸
能
大
会
に
出
演
の
ほ
か
、

地
域
行
事
へ
も
参
加
し
て
い
る
。

＊
獅
子
お
ろ
し
８
月
７
日
、
祭
礼
９
月

10
日
、
獅
子
納
め
９
月
20
日

▽
平
成
５
年
10
月
28
日
指
定
文
化
財

▽
資
料
／
北
秋
田
市
教
育
委
員
会
作
成

資
料
、
保
存
会

資
料
、「
広
辞

苑
」、
聞
き
取

り
ほ
か

▽
紹
介
者
／
北

秋
田
市
文
化
財

保
護
審
議
会
委

員　
照
内
捷
二

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

71

北
秋
田
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
　
　
　
　
　
　
　（
民
俗
芸
能
）

○「
福
田
獅
子
舞
」

　
◇
所
在
地　
北
秋
田
市
福
田

　
　
　
　
　
　
福
田
獅
子
舞
伝
承
館
内

　
◇
管
理
者　
福
田
獅
子
舞
保
存
会

〈
内
容
〉

　
舞
は
五
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
目

に
見
え
な
い
悪
魔
を
退
治
し
、
役
目
を

終
え
て
天
に
昇
る
物
語
的
舞
で
あ
り
、

平
和
と
五
穀
豊
穣
を
願
う
舞
で
す
。

〈
起
源
〉

　
日
本
海
運
に
よ
っ
て
、
米
代
川
流
域

に
も
た
ら
さ
れ
た
奉
納
神
楽
を
、
能
代

港
町
で
文
化
２
年（
１
８
０
５
年
）
頃
、

修
業
・
伝
授
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
村
の
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、
福
田
村

の
丑
之
助
が
大
林
村
民
と
共
に
村
人
を

引
き
連
れ
、
習
得
し
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
一
時
途
絶
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
昭
和
49
年
熱
意
あ
る
有
志
に
よ
っ

て
復
活
、
翌
年
保
存
会
を
結
成
し
今
日

ま
で
引
き
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
演
目

は
、
子
獅
子
、
大
獅
子
の
舞
の
他
に
、

奴
踊
り
、
萬
歳
、
大
名
行
列
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
が
、
現
在
は
「
大
獅
子
舞
」

だ
け
を
継
承
し
て
い
ま
す
。

　「
放
て
!
言
の
葉　
響
け
!
魂
」

　
　
　
　
　
　
〜
明
日
へ
の
希
望
〜

　
書
道
と
現
代
詩
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
「
言
葉
」
の
持
つ
力
を
学
び
、
交
流

を
深
め
な
が
ら
、
地
域
の
教
育
力
の
強
化

と
知
の
循
環
を
図
り
ま
す
。

　
発
表
を
と
お
し
て
、
今
年
10
月
に
開
催

さ
れ
る
『
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た
２
０
１

４
』
へ
の
気
運
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

２
月
８
日（
土
）　
10
時
〜
12
時

場
所　
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　
　
　
現
代
詩
の
朗
読

出
演
者

【
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
】

出
場
校　
▽
秋
田
北
鷹
高
等
学
校

　
　
　
　
▽
大
館
鳳
鳴
高
等
学
校

　
　
　
　
▽
能
代
松
陽
高
等
学
校

【
現
代
詩
の
朗
読
】

朗
読　
成
田
豊
人
氏
（
北
秋
田
市
）

　
　
　
平
塚
鈴
子
氏
（
能
代
市
）

　
　
　
工
藤
直
子
氏
（
能
代
市
）

群
読　
合
川
北
小
学
校
６
年
生

朗
読　
鷹
巣
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
「
や
ま
び
こ
」（
北
秋
田
市
）

　
高
校
生
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　
　
　
　
　
＆
現
代
詩
の
つ
ど
い

問
　

 

生
涯
学
習
係
☎
62‐

１
１
３
０

　
「
合
川
ろ
ば
た
講
座
」
を
開
講
し
ま
す
。

　
申
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
20
日（
木
）　
14
時
30
時
〜

場
所　
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内
容　

○
報
告　
合
川
中
学
校　
「
北
秋
田
発
！

合
川
ま
と
び
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

○
講
話　
﹇
講
師
﹈Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局

　
　
　
　
　
キ
ャ
ス
タ
ー　
阿
部
由
佳
氏

参
加
費　
無
料

　
七
日
市
葛
黒
集
落
の
小
正
月
伝
統
行
事

「
葛
黒
火
ま
つ
り
か
ま
く
ら
」
が
10
数
年

ぶ
り
に
復
活
し
ま
す
。

期
日　

２
月
16
日（
日
）

場
所　
七
日
市
葛
黒

時
間　
ミ
ニ
か
ま
く
ら
点
灯　
18
時

　
　
　
御
神
木
点
火　
18
時
30
分

主
催　
お
さ
る
べ
元
気
く
ら
ぶ

無
料
送
迎
バ
ス　
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
必
ず
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

▽
中
央
公
民
館 

発　
16
時
30
分

▽
七
日
市
公
民
館 

発　
17
時

　
合
川
公
民
館
公
開
講
座

　
「
第
２
回
合
川
ろ
ば
た
講
座
」

申
問
　
　

 

合
川
公
民
館
☎
78‐

２
１
１
４

　
合
川
公
民
館
公
開
講
座

　
「
第
２
回
合
川
ろ
ば
た
講
座
」

問
　

 

合
川
公
民
館
☎
78‐

２
１
１
４

　
葛
黒
火
ま
つ
り
か
ま
く
ら

申
問
　
　

 
事
務
局　
長
岐
賢
一

　
☎
０
９
０
‐
６
１
０
１
‐
８
９
０
６

は
な

こ
と

は

ひ
び

た
ま
し
い

福田獅子舞福田獅子舞
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◆各会場の開館（受付開始）は午前８時です。これより早い時間は入館できません。受付終了時刻は午後３
時 30分になります。

◆申告相談は、９:00～12:00及び13:00～終了までです。（ただし阿仁地区の開始時間は下表の※印の通りです）
◆午前中の受付は込み具合によって人数制限をすることがあるため、場合によっては午後の受付となること
もあります。また、相談内容により受付順が前後する場合があります。

◆各会場の駐車場については、積雪状況により十分な駐車スペースが確保できない会場があります。
◆指定の日時、会場の変更を希望される方は必ず前日までに電話連絡をお願いします。（税務課☎62-1116）
◆合川地区、阿仁合地区については会場が２階であること、会場が狭く申告及び待合スペースの確保が不十分で
あることから、申告者の負担軽減とプライバシーの保護のため、会場を変更していますのでご了承ください。

金

月

水
木
金
月

火

水
木
金
月
火
水

木

金

月

火
水

木

金
土

月

火
水
木
金
土

月

七日市基幹
センター

綴子基幹
センター

前山森林交流センター

沢口林業
センター

坊沢公民館

北秋田市
交流
センター

合川農村
環境改善
センター

四季美館

大阿仁
出張所
※9:30 ～

阿仁ふる
さと文化
センター
※9:30 ～

森吉
コミュニティ
センター

2/7

10

12
13
14
17

18

19
20
21
24
25
26

27

28

3/3

4
5

6

7
8

10

11
12
13
14
15

17

火
水
木
金
月
水
木
金
月
火
水

木

金
月
火
水
木
金
月

火

水

木

金

土

月

火

水
木
金
土
月

本郷 根木屋敷 妹尾館 中畑 大畑 横渕
葛黒 与助岱 三ノ渡 黒森 松沢 明利又
上舟木 下舟木 吉ヶ沢 深沢 品類
岩脇 吉野
小森 四渡 坊山 湯ノ岱 中屋敷 高村岱
脇神 上野 藤株 小摩当 堂ヶ岱
上町 向黒沢 前野
下町 大堤 昭和
小田 田子ヶ沢 松原 糠沢 大畑
二本杉 岩谷
前山 今泉
黒沢 深関 相善町 羽立
大町 上町 街道町 新屋敷町
太田 摩当
あけぼの町 岩坂 大沢 李岱 田沢
掛泥 太田屋敷後 高野尻 高野尻団地
川口 小ヶ田 佐助岱 湯車 緑ヶ丘
蟹沢 南鷹巣
田中 胡桃館 南田中
西陣場岱 高森岱 石ノ巻岱 舟場
泉屋敷
住吉町 花園町
舟見町 新舟見町
米代町 元町 西屋敷 柳中 下家下
東上綱
宮前町 旭町 松葉町 掛泥向
鷹巣地区で指定日に申告できない方
東横町 大町 幸町 内幸町 東中岱
平成町
材木町 伊勢町

鷹巣地区で指定日に申告できなかった方

2/4
5
6
7
10
12
13
14
17
18
19

20

21
24
25
26
27
28
3/3

4

5

6

7

8

10

11

12
13
14
15
17

李岱 東根田 西根田
福田 新田目 明田 八幡岱 美栄 林岱 羽根山
三木田 鎌沢 雪田 杉山田
木戸石 増沢
羽立 芹沢 大内沢 三里 摩当
松ヶ丘 下杉
合川 梅栄
上杉 上杉団地 桃栄 金沢 金沢団地 弥栄
川井 道城
合川地区で指定日に申告できなかった方
比立内新町 比立内下町 幸屋渡
打当 前山 中村 打当内 戸鳥内 栩木沢 小倉 
野尻 長畑 菅生 新中 幸屋 岩ノ目沢 鳥坂
下新町 上新町 畑町 畑町東裏
荒瀬 荒瀬川 鍵ノ滝 小沢 萱草 伏影 根子 笑内
新町 上岱 大町 横町 真木沢 湯口内
小様 小渕 吉田
阿仁地区で指定日に申告できなかった方
桂瀬 上羽立 下羽立 惣内 桂坂 通り町
陣場岱 神成 五味堀 柏木岱 大岱
下前田 鍛治町 八幡森 前田駅前 
工場地帯 宮ノ下 新ノ又 平里
根森田 巻渕 堺田 細越 止 羽根川 新屋布 小又
御嶽 本城御嶽 本城上 本城下
本城荒町 本城町屋 長下 滝ノ沢
大杉 裏町 学校通 根小屋 日栄 鶴田 長野 松栄
合川地区、森吉地区、阿仁地区で
指定日に申告できない方
寄延 冷水岱 浦田 大渕 白坂
米畑 中新田 大沢 山崎 伊勢の森
長野岱 高校通 御狩屋
向本城 川向 駅前 新丁 本丁
七曲 松山町 新町 横町 大町 中道岱
森吉地区で指定日に申告できなかった方
合川地区、森吉地区、阿仁地区で指
定日に申告できなかった方

鷹巣地区 申告会場 合川・阿仁・森吉地区 申告会場日 曜 日 曜

申 告 相 談 日 程 表
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　国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）の「確
定申告等作成コーナー」では、申告書を作成し、インター
ネットを利用して自宅から提出（送信）できます。
　確定申告期間中は 24 時間提出できます。

所得税及び復興特別所得税贈与税 ３月17日（月）まで
消費税及び地方消費税（個人事業者）３月31日（月）まで

　大館税務署では、ご自分で「手
引き」や「パソコン」を利用して、
申告書などの書類を作成していた
だく「申告書作成会場」を庁舎１
階に開設します。

開設期間　
　２月３日（月）～３月 17 日（月）
　但し、土日祝日を除く

開設時間　
　午前９時～午後５時

※期間中は駐車場が大変混み合い
ますので、公共交通機関をご利用
願います

　　大館税務署 ☎0186-42-0671問

　全国的にも特に医師不足が深刻化している北秋田市
医療圏において、医師確保に向けた今後の展望をテー
マに市民の皆さんと考えます。
　たくさんの皆さんのご来場をお待ちしています。

　全国的にも特に医師不足が深刻化している北秋田市
医療圏において、医師確保に向けた今後の展望をテー
マに市民の皆さんと考えます。
　たくさんの皆さんのご来場をお待ちしています。

　　総務課総務係 ☎62-1111　　総務課総務係 ☎62-1111問

厚生労働省医師確保等地域医療対策室長
講　師講　師
「これからの地域医療と医師確保」「これからの地域医療と医師確保」

交流センター

主催：北秋田市　後援：秋田県、北秋田市民病院

北 秋田市医療講演会

大館税務署からの
お知らせ

申告
と
納税
申告
と
納税
申告
と
納税

入場無料

日 時

場 所

2 22 222 33月 日（土）午後 時～

佐々木　昌弘氏
（秋田県出身、秋田大学医学部卒）
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市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合 川 庁 舎 前
　〃　森 吉 庁 舎 前
　〃　阿 仁 庁 舎 前
クリーンリサイクルセンター前
一 般 廃 棄 物 最 終 処 分 場
鷹 巣 埋 立 地 最 終 処 分 場

観測地点
0.06
0.05
0.05
0.06
0.06
0.03
0.04

測定結果

北秋田市環境放射線量測定結果北秋田市環境放射線量測定結果

　測定の結果、秋田県の通
常レベルを超える数値は観
測されていません。

（単位：マイクロシーベルト毎時）

※県の通常レベル
　0.022～0.086

問い合わせ
生活課環境係　☎62‐1110

空間線量調査（１月14日測定） 　認可地縁団体の代表者や規約を
変更したときは届出が必要です。
　変更があった場合には、忘れず
に届出をしてください。また、以
前変更してまだ届出をしていな
い場合はご連絡ください。

　　生活課地域推進係
　　☎62‐6628

認可地縁団体変更届認可地縁団体変更届

ひまわりの家閉館のお知らせ

平成26年３月26日（水）閉 館

　老人憩の家「青葉荘」は、建物の老朽化に伴い平成26年
３月31日をもって閉館することとしました。
　長い間、ご利用いただき誠にありがとうございました。
　　高齢福祉課　☎62‐6639

青葉荘閉館のお知らせ

問

　平成４年10月15日のオープン以来、交流の場として市内外から
多くの方々にご利用をいただいてきましたが、利用者も年々減少し
ていることなどから、平成 26年３月26日をもって閉館することと
しました。長年のご愛顧誠にありがとうございました。
　　ひまわりの家　☎78‐4025問

問

　消費税の増税や汲み取り量の減少などにより、４月１日から
料金が次のとおり改定されます。３月中に汲み取りを希望する
方は、３月20日（木）までに業者へ連絡してください。
※汲み取り場所の除雪は事前にお願いします。

し尿汲み取り料金について

３月31日まで

４月１日から

実施日／料金 基本料金（180ℓまで）

７円（内税）

７．２円（外税）
1,260円

1,296円＋消費税

超過料金（１ℓにつき）

　　衛生センター
　　☎62-6639
問



1717 広報きたあきた　2014.　2.　１広報きたあきた　2014.　2.　１

健
康　
　

  

健
康
推
進
課 

☎
62‐

６
６
６
６

申
問

母
子
健
康
手
帳
交
付

期
日　
２
月
３
日（
月
）、10
日（
月
）

　
　
　
　
　
17
日（
月
）、24
日（
月
）

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
手
続
き
終
了
ま
で
30
分
程
か
か
り
ま
す

※
交
付
日
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、必
ず

電
話
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い

健
康
相
談

場
所
／
期
日

▽
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー　

２
月
６
日（
木
）

▽
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー　

２
月
12
日（
水
）

▽
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー　

２
月
20
日（
木
）

▽
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー　

２
月
27
日（
木
）

時
間　
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　
健
康
相
談
、血
圧
測
定
な
ど

持
物　
健
康
手
帳（
初
め
て
の
方
は
不
要
）

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会

日
時　
２
月
21
日（
金
）13
時
30
分
〜
15
時

場
所　
市
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　
心
理
専
門
員
に
よ
る
相
談
会
で
す

※
直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い

精
神
保
健
相
談・老
人
精
神
保
健

相
談
及
び
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談

期
日　
２
月
20
日（
木
）

時
間　
15
時
30
分
〜
17
時（
受
付
15
時
〜
）

場
所　
北
秋
田
保
健
所
２
階

※
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す

　
　
北
秋
田
保
健
所　
☎
62‐
１
１
６
５

マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座（
妊
娠
後
期
）

期
日　
３
月
３
日（
月
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
４
月
〜
６
月
出
産
予
定
の
方
と
家
族

※
一
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

子
育
て
サ
ー
ク
ル「
に
じ
い
ろ
り
ぼ
ん
」

期
日　
２
月
７
日（
金
）

時
間　
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
自
由
遊
び
や
絵
本
読
み
聞
か
せ
等

対
象　
未
入
園
児
と
保
護
者

■
２
月
19
日（
水
）全
血 

　
　
　
　
　
　
　
【
鷹
巣・森
吉
地
区
】

　
北
秋
田
市
役
所
本
庁
舎

　
10
時
〜
12
時

　
秋
田
大
塚
刷
毛
製
造
㈱
秋
田
工
場

　
13
時
40
分
〜
15
時
　

　
市
立
米
内
沢
診
療
所

　
15
時
30
分
〜
16
時
30
分

献
血
日
程

献
血
日
程

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

金
森
あ
ん
じ

河
田
や
ま
と

若

松

り

む

羽
場
え
い
と

舟
田
え
み
な

播
磨
こ
こ
み

藤
本
や
ひ
ろ

成
田
こ
ろ
く

片
岡
か
な
と

櫻
井
そ
う
た

田

口

は

く

栗
谷
だ
い
ち

西

根

田

羽

根

山

通

り

町

御

狩

屋

松

ヶ

丘

米
内
沢
駅
前

浦

田

合

川

前
田
駅
前

合

川

幸

屋

渡

阿
仁
新
町

　　
　
　
　

問

　
２
月
の
乳
児
健
診
・相
談

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア
ン
ケ
ー

ト
、
バ
ス
タ
オ
ル

▽
４
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
２
月
25
日（
火
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
25
年
10
月
生
ま
れ
の
子

▽
７
か
月
児
育
児
相
談

　
期
日　
２
月
25
日（
火
）

　
受
付
時
間　
９
時
45
分
〜
10
時

　
対
象　
平
成
25
年
７
月
生
ま
れ
の
子

▽
10
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
２
月
13
日（
木
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
25
年
４
月
生
ま
れ
の
子

歯
科
保
健
表
彰
の
紹
介

歯
科
保
健
表
彰
の
紹
介

　
歯
科
保
健
意
識
の
向
上
を
目
指
す
第

13
回
秋
田
県
歯
科
保
健
大
会
が
12
月
1

日
、
秋
田
県
庁
で
開
か
れ
、
北
秋
田
市

が
臼
井
記
念
歯
科
保
健
功
労
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
市
で
は
、
平
成
21
年
度
か

ら
保
育
園
や
幼
稚
園
、
小
、
中
学
校
で

フ
ッ
化
物
洗
口
を
開
始
。
年
々
実
施
率

が
増
加
し
て
い

る
こ
と
や
、
歯

科
医
師
の
指
導

の
も
と
、
幼
少

期
か
ら
歯
と
口

の
重
要
性
に
つ

い
て
の
意
識
付

け
を
行
っ
て
い

る
こ
と
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
「
８
０
２
０
い
い
歯
の

お
年
寄
り
表
彰
」
で
は
、
大
川
弘
久
さ

ん
（
伊
勢
町
）
が
80
歳
を
過
ぎ
て
も
健

康
な
自
分
の
歯
が
32
本
あ
る
こ
と
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
。「
よ
い
歯
の
学
校

表
彰
」
で
は
中
学
校
の
部
で
阿
仁
中

学
校
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

▲

臼
井
記
念
歯
科

　
　
保
健
功
労
賞

▲大川弘久さん
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お
知
ら
せ

　

自
動
車
の
登
録
手
続
き
は
お
早
め
に

　
年
度
末
、
運
輸
支
局
の
自
動
車
検
査
・

登
録
窓
口
は
、
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
特

に
３
月
中
旬
以
降
は
、
自
動
車
税
課
税
基

準
日
（
４
月
１
日
）
前
に
名
義
変
更
や
抹

消
登
録
を
行
う
方
々
に
よ
る
駆
け
込
み
申

請
と
車
検
車
両
の
増
加
に
よ
り
大
変
混
雑

し
、
申
請
者
の
皆
さ
ん
に
は
長
時
間
お
待

ち
い
た
だ
く
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
動
車
の
諸
手
続
き
を
ご
予
定
の
方
は
、

比
較
的
に
混
雑
の
少
な
い
３
月
上
旬
頃
ま

で
に
手
続
き
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
東
北
運
輸
局
秋
田
運
輸
支
局　

　
　
　
☎
０
５
０‐
５
５
４
０‐
２
０
１
２

鶏
の
飼
養
衛
生
管
理
状
況
等
に

関
す
る
定
期
報
告
に
つ
い
て

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
病
気
を
早

期
に
発
見
し
、
広
が
り
を
防
ぐ
た
め
、
平

成
23
年
４
月
に
家
畜
伝
染
病
予
防
法
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
家
消
費
用
及
び
愛
玩
用
を
含
む
鶏
な

ど
を
少
数
で
も
飼
養
さ
れ
て
い
る
方
は
、

毎
年
の
飼
養
状
況
を
県
知
事
あ
て
に
報
告

す
る
事
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
報
告
の
時
期
や
方
法
な
ど
の
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
秋
田
県
北
部
家
畜
保
健
衛
生
所

　
　
　
　
　
☎
０
１
８
６‐62‐
２
７
１
５

チャレンジデーの情報を
　　広報でお知らせします
チャレンジデーの情報を
　　広報でお知らせします

（問）教育委員会スポーツ振興課　☎６２-３８００（問）教育委員会スポーツ振興課　☎６２-３８００

５月の最終水曜日の午前０時から午後９時　※時間内であれば、いつでも参加できます
15分間以上継続して運動やスポーツなどを行った「住民の参加率（％）」を競います
当日、北秋田市にいる方　※住民以外にも通勤者、通学者、観光客など（年齢・性別問わず）
15分間以上継続した運動やスポーツなど（体操、散歩、買い物、掃除、腕振りなど）
北秋田市内であればどこでもＯＫ（自宅、職場、学校、スポーツ施設、広場、山など）
人口規模がほぼ同じ自治体同士で対決する　※対戦相手の自治体は４月頃に決まります
対戦に敗れた自治体は翌日から１週間、庁舎のメインポールに相手の自治体の旗を掲揚します
住民の参加率が 50％以上は金メダル、29％以上 50％未満は銀メダル、29％未満は銅メダル

日 　 時
方 　 法
対 　 象
種 　 目
場 　 所
対戦相手
そ の 他

協力団体・協力スタッフの募集

協力団体会議・住民説明会の開催案内

イベント・プログラム紹介・参加方法など

３月号

４月号

５月号

チャレンジデーのルール紹介チャレンジデーのルール紹介チャレンジデーのルール紹介チャレンジデーのルール紹介チャレンジデーのルール紹介チャレンジデーのルール紹介チャレンジデーのルール紹介チャレンジデーのルール紹介チャレンジデーのルール紹介チャレンジデーのルール紹介チャレンジデーのルール紹介チャレンジデーのルール紹介チャレンジデーのルール紹介チャレンジデーのルール紹介チャレンジデーのルール紹介チャレンジデーのルール紹介チャレンジデーのルール紹介チャレンジデーのルール紹介

　

防
衛
省
・
自
衛
官
等
採
用
試
験

【
①
一
般
幹
部
候
補
生
】

（
１
）
大
卒
程
度
試
験

資
格　
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
。
ま
た

は
20
歳
以
上
22
歳
未
満
で
、
学
校
教
育
法

に
基
づ
く
大
学
を
卒
業
し
た
者

（
２
）
院
卒
者
試
験

資
格　
修
士
課
程
修
了
者
で
、
20
歳
以
上

28
歳
未
満
の
者

※（
１
）
と
（
２
）
は
併
願
が
可
能
で
す

試
験
日　
５
月
10
日（
土
）、
11
日（
日
）

【
②
歯
科
幹
部
候
補
生
】

資
格　
20
歳
以
上
30
歳
未
満
で
、
大
学
に

お
い
て
正
規
の
歯
学
課
程
を
修
め
卒
業
し

た
者
（
見
込
み
も
含
む
）

試
験
日　
５
月
10
日（
土
）

【
③
薬
剤
科
幹
部
候
補
生
】

資
格　
20
歳
以
上
28
歳
未
満
で
、
大
学
に

お
い
て
正
規
の
薬
学
課
程
を
修
め
卒
業
し

た
者
（
見
込
み
も
含
む
）

試
験
日　
５
月
10
日（
土
）

【
④
医
師
・
歯
科
幹
部
自
衛
官
】

資
格　
医
師
免
許
又
は
歯
科
医
師
免
許
を

取
得
し
て
、
経
験
年
数
５
年
以
上
の
者

試
験
日　
５
月
16
日（
金
）

【
共
通
事
項
】

受
付
期
間　

　

２
月
１
日（
金
）
〜
４
月
25
日（
金
）

　
　
防
衛
省
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部

大
館
出
張
所

　
　
　
　
　
☎
０
１
８
６‐42‐
１
３
９
８

5 28（水）月
午前０時～
　午後９時まで日5 28（水）月
午前０時～
　午後９時まで日
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平成25年 北秋田市農地賃借料（水稲の部）

データ数は、集計に用いた筆数です
賃借料を物納支給（水稲）としている場合は、60kg当た
り13,000円に換算しています
金額は算出結果を四捨五入し100円単位としています
平均額は、面積により加重平均した値です
「北秋田市平均」の平均額は、各地域の合計値を面積に
より加重平均した値です
明らかに特別の事情の下で取引されたものと推測され
るデータは除いています。

※１
※２

※３
※４
※５

※６

旧鷹巣町（632）

旧合川町（646）

旧森吉町（436）

旧阿仁町（147）

北秋田市平均（1,861）

14,700円

13,100円

12,200円

 7,300円

13,200円

平均額平均額
26,000円

21,100円

20,000円

11,600円

-

最高額最高額
5,000円

4,000円

4,100円

4,100円

-

最低額最低額地域名（データ数）地域名（データ数）

　平成25年１月から12月までに締結（公告）された賃貸借に
おける賃借料水準（10ａ当たり）は、以下のとおりです。 

問

北欧の杜の雪まつり北欧の杜の雪まつり北欧の杜の雪まつり

問

：日　時：２月９日（日）10時から
内　容：チューブソリ競争、クラフト
　　　遊び、餅つき、スノーモービル
　　　試乗体験など

　　冬期間も、子どもたちが楽しく遊
べるように用具の無料貸出を行って
いますので、どうぞご利用ください。

　

秋
田
県
立
大
学
科
目
等
履
修
生
及
び

　

聴
講
生
を
募
集
中

　
平
成
26
年
度
前
期
（
平
成
26
年
４
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
）
の
科
目
等
履
修
生

（
受
講
科
目
の
単
位
取
得
可
能
）
及
び
聴

講
生
（
授
業
の
聴
講
は
可
能
。
た
だ
し
単

位
取
得
は
不
可
）
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

２
月
14
日（
金
）
ま
で

費
用　
①
入
学
検
定
料
９
８
０
０
円
／

②
入
学
料
２
万
８
２
０
０
円
／
③
１
単
位

当
た
り
の
授
業
料
１
万
４
８
０
０
円
（
科

目
等
履
修
生
）、
７
４
０
０
円
（
聴
講
生
）

※
以
前
に
科
目
等
履
修
生
・
聴
講
生
で

あ
っ
た
方
は
、①
と
②
が
免
除
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す

　
　
秋
田
県
立
大
学
秋
田
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
☎
０
１
８‐
８
７
２‐
１
５
０
０

　
　
秋
田
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　
☎
０
１
８
４‐27‐
２
０
０
０

 

北
秋
田
市
議
会
議
員
一
般

 
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

告
示
（
立
候
補
届
）
日
は

　
　
　
　
　
　
　
３
月
16
日（
日
）

投
票
・
開
票
日
は
３
月
23
日（
日
）

　
こ
れ
か
ら
の
市
政
を
託
す
人
を
決
め

る
大
切
な
選
挙
で
す
。
忘
れ
ず
に
投
票

し
ま
し
ょ
う
。

■
届
出
書
類
等
の
事
前
審
査

　
立
候
補
届
受
付
が
支
障
な
く
で
き
る

よ
う
に
届
出
書
類
等
の
事
前
審
査
を
行

い
ま
す
。
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る

方
は
審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

日
時　
３
月
４
日（
火
）
９
時
〜
16
時

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
３
階
大
会
議
室

　
　
北
秋
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
62‐
６
６
１
４

「
も
ち
っ
こ
市
」
に
つ
い
て
は
24
ペ
ー
ジ
（
裏
表
紙
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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◆期　日　２月11日（火・祝）
◆時　間　11 : 00 ～ 15 : 00
◆会　場　大館能代空港
　　　　　シンボルゾーン周辺
◆イベント（ターミナルビル内）
①餅つき大会／②ロビーコンサート（２階ロビー）
／③お楽しみ抽選会（２階ロビー）／④道の駅大
館能代空港『第39回大空市』（特設会場）／⑤レス
トラン『ステーキ丼』／⑥２階売店「ＡＮＡ　Ｆ
ＥＳＴＡ」企画出品／
◆イベント（屋外）
⑧『そりコース・ミニそりコース』／⑨大型『かま
くら』の展示／⑩人気キャラクターの『雪像』展
示／⑪大好評！『空港専用除雪車の展示』／⑫動
物ふれあいコーナー／⑬屋台村

第15回 空港かまくらんど第15回 空港かまくらんど第15回 空港かまくらんど
大館能代空港 冬のイベント大館能代空港 冬のイベント

　　大館能代空港「かまくらを作る会」　☎62-5330問

■期　日
■時　間

■会　場
■対　象
■内　容

■持ち物

■協力費
■特別賞
■参加賞
■その他
■申込み

　　鷹巣体育館 　☎62-3800     62-3801問 FAX

２月23日（日）
10 : 00 ～ 13 : 00
( 9 時受付開始)
県立北欧の杜公園
どなたでも参加できます
自分の体力に応じたコースを歩きます
（１・３・５・８kmのコースから）
○歩くスキー用具一式
○スキーのできる服装、着替え、昼食
※貸しスキーは用意していません
２００円
昼食後に抽選会（たくさんの賞品あり）
参加者全員に参加賞と豚汁のサービス
申込書は市内各体育館にあります
２月12日（水）まで鷹巣体育館へ
※申込書で申込みください（FAX可）

第34回第第3434回回
県民歩くスキーのつどい

第49回大館・北秋田

　　スキー米内沢大会

第49回大館・北秋田

　　スキー米内沢大会

問

お
知
ら
せ

平
成
26
年
度
東
北
地
区
国
立
大
学

法
人
等
の
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　
就
職
活
動
を
行
う
皆
様
に
国
立
大
学
法

人
等
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

参
加
（
受
験
）
資
格　
昭
和
59
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

開
催
場
所　
秋
田
大
学
ほ
か
５
大
学

【
会
場
・
秋
田
大
学
】

日
時　

２
月
21
日（
金
）14
時
〜
16
時
40
分

会
場　
秋
田
大
学
手
形
キ
ャ
ン
パ
ス

内
容　
職
員
採
用
試
験
の
概
要
／
各
国
立

大
学
の
概
要
及
び
業
務
内
容
に
つ
い
て

【
職
員
採
用
試
験
】

第
１
次
試
験　
５
月
下
旬
（
教
養
試
験
）

　
　
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採

用
試
験
実
施
委
員
会
採
用
試
験
事
務
室

　
　
　
　
☎
０
２
２‐
２
１
７‐
５
６
７
６

　
雪
下
ろ
し
の
斡
旋
・
仲
介
を
行
い
ま
す

鷹
巣
建
設
技
能
組
合
で
は
、
県
の
委
託

に
よ
り
、
雪
下
ろ
し
業
者
の
斡
旋
・
仲
介

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
雪
下
ろ
し
に
必
要

な
安
全
用
品
（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
安
全
帯
、

命
綱
、
カ
ラ
ビ
ナ
な
ど
）
を
貸
し
出
し
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
鷹
巣
建
設
技
能
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
62
‐
３
８
７
２

　
正
し
い
操
作
で
、
安
全
除
雪
！

　
毎
年
、
除
雪
機
に
よ
る
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
除
雪
機
を
使
う
際
に
は
、
次

の
点
に
注
意
し
て
操
作
し
ま
し
ょ
う
。

１
．
作
業
中
は
人
を
近
づ
か
せ
な
い

２
．
エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
た
ま
ま
離
れ
な
い

３
．
後
進
す
る
時
は
足
も
と
や
後
方
の
障

　
害
物
に
気
を
つ
け
る

４
．
雪
詰
ま
り
を
取
り
除
く
時
は
、
エ
ン

　
ジ
ン
を
止
め
て
雪
か
き
棒
を
使
う

　
　
社
団
法
人
日
本
農
業
機
械
工
業
会

　
　
　
　
☎
０
３‐
３
４
３
３‐
０
４
１
５
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市営住宅入居者募集

【現地案内の日時】　第１回　２月４日（火）又は５日
（水）／第２回　２月17日（月）又は18日（火）
※希望日の前日までに電話でお申し込みください
　　都市計画課都市計画住宅係　☎72̶5246問

①南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13‐2
簡易耐火２階建２ＬＤＫ　月額12,100～ 23,900円
トイレ：汲取　給湯:無　浴室：浴槽無
②南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13‐2★
簡易耐火２階建３ＬＤＫ　月額13,700～ 26,900円
トイレ：汲取　給湯:無　浴室：浴槽無
③胡桃館団地･･･綴子字胡桃館2★
簡易耐火２階建３ＬＤＫ　月額16,200～ 31,800円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無
④林岱団地･･･八幡岱新田字林岱89‐1★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額9,700～ 19,000円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無
⑤松ヶ丘団地･･･川井字松石殿1‐254★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額13,100～ 25,700円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無
⑥田の沢団地･･･川井字五郎左ェ門田の沢5‐6
木造２階建４戸建２ＬＤＫ　月額19,500～38,400円
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス　（共益費400円）
⑦御嶽団地･･･本城字上悪戸31‐1
木造平屋２戸建２ＬＤＫ 月額19,200～ 37,800円
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス
⑧冷水岱団地･･･米内沢字冷水岱94‐1
木造平屋２戸建２ＬＤＫ　月額17,900～ 35,100円
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス
⑨三両団地･･･阿仁水無字寺後1‐5★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額11,100～ 20,400円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有
⑩畑町団地･･･阿仁水無字畑町東裏147
木造平長屋４戸建１ＬＤＫ　月額19,800～38,900円
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス　（共益費200円）
⑪サンコーポラスなかたい住宅･･･鷹巣字東中岱51‐1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ　月額41,500円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有　（共益費800円）
※★印の住宅は単身入居できません

【入居資格】○収入基準を満たすこと
○住宅に困窮していることが明らかなこと
○市税等を滞納していないこと
【受付期間】　第１回　２月３日（月）～７日（金）
第２回　２月14日（金）～ 20日（木）※土日祝日除く 
※第２回の募集住戸については、２月12日以降にお
問い合わせください
【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／合川
総合窓口センター／阿仁総合窓口センター

「交通災害共済」「交通災害共済」「交通災害共済」「不慮の災害共済」「不慮の災害共済」「不慮の災害共済」
平成26年度平成26年度

に加入しましょうに加入しましょう

入院（１日につき）・・2000円
通院（１日につき）・・ 800円
死亡・・・・・・・・ 100万円
後遺障害・・・ 50万～100万円

交通災害共済

共済金内容

※入院・通院の共済金は、最低保障額１万５千円～
最高20万円。通院１日でも請求できます

年間掛金 ４００円（１人）

入院（１日につき）・・1100円
通院・・・・・・・対象外です
死亡・・・・・・・・ 60万円
後遺障害・・・・30万～60万円

不慮の災害共済 年間掛金  ６００円（１人）

共済金内容

※入院の共済金は、最低保障額１万５千円～最高
11万円。入院１日でも請求できます

【加入資格】平成 26 年４月１日現在で北秋田市に住
民登録されていること（共済期間の開始前に転出さ
れる方は加入できません）
【共済期間】平成26年４月１日～平成27年３月31日
※４月１日以降の途中加入の場合は、申込日の翌日
から平成 27年３月 31日まで
【申込受付期間】平成 26年２月３日（月）～
※掛金を添えて下記の受付窓口で申し込みください
【受付窓口】市役所生活課または各総合窓口センター、
各出張所、秋田銀行、北都銀行、郵便局

注１：平成26年度の小学１年生は、１年間に限り交
通災害共済掛金が無料です（不慮の災害共済は除き
ます）
注２：交通災害共済では、共済金の請求に自動車安
全運転センターが発行する交通事故証明書の添付が
ない場合、共済金が５割減額されます

　　生活課地域推進係　☎62̶6628　
　　または各総合窓口センター
問
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０
０
０
円
／
㈲
丸
栄
建
設
▽
北
部
幹
線
工

事（
鷹
巣
処
理
区
そ
の
３
）／
２
５
５
１
万

５
０
０
０
円
／
朝
日
建
設
㈱
▽
面
整
備
工

事（
鷹
巣
処
理
区
そ
の
５
）／
２
８
３
５
万

円
／
㈱
津
谷
組
▽
面
整
備
工
事（
鷹
巣
処

理
区
そ
の
６
）／
３
２
９
７
万
円
／
秋
田

機
械
建
設
㈱
▽
農
業
災
害
復
旧
工
事（
小

様
上
ミ
川
原
地
区
）／
２
２
５
７
万
５
０

０
０
円
／
㈲
鈴
謙
▽
沢
口
公
民
館
改
修
工

事
／
４
６
０
万
９
５
０
０
円
／
㈲
小
坂
工

務
店
▽
管
理
省
力
化
施
設
整
備
工
事（
綴

子
４
号
）／
６
４
８
万
９
０
０
０
円
／
大

館
桂
工
業
㈱
▽
管
理
省
力
化
施
設
整
備
工

事（
綴
子
５
号
）／
７
０
９
万
８
０
０
０
円

／
大
館
桂
工
業
㈱

  

市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
12
月
》

▽
慶
弔
費　
３
万
０
０
０
０
円（
３
件
）

▽
会　
費　
３
万
９
０
０
０
円（
７
件
）

▽
そ
の
他　

１
万
８
８
０
０
円（
５
件
）

▽
合　
計　
８
万
７
８
０
０
円（
15
件
）

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出

席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す

  

入
札
結
果
の
公
表《
12
月
》

《
２
５
０
万
円
以
上
の
契
約
状
況
》

▽
道
路
改
良
工
事（
そ
の
他
市
道
昭
和
〜

合
地
線
２
工
区
）／
７
８
０
万
１
５
０
０

円
／
㈲
長
岐
建
設
▽
北
秋
田
市
文
化
会
館

吊
天
井
耐
震
補
強
工
事
／
９
６
０
万
７
５

０
０
円
／
朝
日
建
設
㈱
▽
北
部
幹
線
工
事

（
鷹
巣
処
理
区
そ
の
２
）／
３
１
８
１
万
５

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する方です。
仕事や職場の都合で夜間診療を受ける場合は、診療
に応じかねます。
▼往診はしていません。年齢・病気の病状にかか
わらず事前に当番医へ電話等でご相談ください。

日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

曜
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

電話番号
60‐1055
69‐7311
63‐0515
62‐1155
63‐0105
82‐2351
62‐2882
62‐1101
62‐7001
62‐1400
63‐2700
78‐3161
69‐7311
62‐7001
62‐2261
62‐1146
69‐5300
72‐4501
63‐0105
62‐1155
60‐1055
63‐0515
62‐7001
63‐2700
62‐2261
78‐3161
62‐1101
62‐1400

医 療 機 関 名
う え だ ク リ ニ ッ ク
児玉内科クリニック
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
近 藤 医 院
佐々木産婦人科医院
阿 仁 診 療 所
藤 原 医 院
盛 岡 外 科 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
石川耳鼻咽喉科医院
たむら内科クリニック
国民健康保険合川診療所
児玉内科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
津 谷 内 科
奈 良 医 院
毛利整形外科クリニック
米 内 沢 診 療 所
佐々木産婦人科医院
近 藤 医 院
う え だ ク リ ニ ッ ク
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
北 秋 田 市 民 病 院
たむら内科クリニック
津 谷 内 科
国民健康保険合川診療所
盛 岡 外 科 医 院
石川耳鼻咽喉科医院

（診療時間 18：30～ 21：00）
夜間当番医（　）日程表夜間

診療

お
知
ら
せ ▽２月の休診日（耳鼻咽喉科）

　休診日＝５日（水）
　午後休診日＝７日（金）
　　　　　　　17日（金）
　　　　　　　27日（月）

休診日、受付時間等の変更のお知らせ

国民健康保険税 第８期 の納期限税
（２月 28日）

　市が「広報きたあきた」保存版の製本をすることに
伴い、皆さんにお届けした１年分の広報紙（平成 25 年
１月～ 12月発行分）も次の期間中に、特別料金で保存
版の製本ができます。
　製本を希望される方は、お手持ちの広報紙をご持参
のうえ、製本代金を添えて、直接製本業者にお申込み
ください。

　　総合政策課広報係　☎62-6608問

北秋田市民病院北秋田市民病院北秋田市民病院

【製本業者】

【製本代金】

【申込期間】

㈱秋北新聞社　北秋田市米代町１番 48号　☎62-1236

６５０円（税込み）　※製本は広報紙に限ります

２月３日（月）～２月 14日（金）　※日曜・祝日を除く

「広報きたあきた」保存版の製本を
希望される方へ
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日
）

総人口　35,473人（19人減）【169人（6人増）】
男　　16,569人（１人増）【 25人（8人増）】
女　　18,904人（20人減）【144人（2人減）】

出生　11人【０人】　　転入　52人【９人】
死亡　41人【０人】　　転出　41人【３人】
世帯数 14,395世帯（１世帯減）【163世帯】

人口と世帯数
※12月 31日現在住民基本台帳による
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※【　】は、うち外国人住民、（　）は前月比
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♪成田為三「浜辺の歌変奏曲」
♪シューマン＝リスト「献呈」
♪メンデルスゾーン「春の歌　イ長調 op.62-6」
♪プロコフィエフ
　「ロミオとジュリエットからの10の小品op.75より」
♪ショパン「スケルツォ第２番　変ロ短調 op.31」
♪ヤング「恋に落ちた時」　　他
※曲目等は変更になる場合があります

♪プログラム♪

成田為三生誕１２０周年
　浜辺の歌音楽館開館２５周年記念
成田為三生誕１２０周年
　浜辺の歌音楽館開館２５周年記念

浜辺の歌音楽館第８７回定期演奏会浜辺の歌音楽館第８７回定期演奏会

白石光隆ピアノリサイタル白石光隆ピアノリサイタル白石光隆ピアノリサイタル白石光隆ピアノリサイタル白石光隆ピアノリサイタル白石光隆ピアノリサイタル

♪成田為三「浜辺の歌変奏曲」♪成田為三「浜辺の歌変奏曲」
♪プログラム♪♪プログラム♪

■チケット取扱い・お問合せ

■料金

■場所

■日時

生涯学習課文化係　☎62-6618
浜辺の歌音楽館　　　☎72-3014

■行き（各停留所出発時刻）

■帰り（大太鼓の館出発時刻）
９：30/10：30/11：30/13：30/14：30/16：00

９：00 →
10：00 →
11：00 →
12：00 →
14：00 →
15：00 →

９：05 →
10：05 →
11：05 →
12：05 →
14：05 →
15：05 →

９：10 →
10：10 →
11：10 →
12：10 →
14：10 →
15：10 →

９：20
10：20
11：20
12：20
14：20
15：20

市役所　 鷹ノ巣駅前　 高坂前   大太鼓の館市役所　 鷹ノ巣駅前　 高坂前   大太鼓の館

【北秋田市】文化会館・中央公民館・合川公民館
阿仁公民館・森吉コミュニティセンター・日活書店
北秋協販・福助堂
【大館市】大館市民文化会館【能代市】能代市文化会館

３ ３月■日時

■場所

■日時

■場所

■料金

日（月）

2 8月 日

開演18:30

文化会館

一般2500円　高校生以下500円
※当日は500円増

9時から16時（9日は15時まで）

９時

10時・12時・14時

道の駅「たかのす」
大太鼓の館駐車場

土土 9日
日日

駐車場は混み合いますので無料
シャトルバスをご利用ください
駐車場は混み合いますので無料
シャトルバスをご利用ください

全席自由

（問）文化会館　☎62̶3311

東日本大震災復興支援公演 北秋田市文化会館自主事業東日本大震災復興支援公演 北秋田市文化会館自主事業

前
売
所

 （問）北秋田市物産協会　☎62̶1851　☎62̶3499 （問）北秋田市物産協会　☎62̶1851　☎62̶3499

第二十回もちっこ市第二十回もちっこ市第二十回もちっこ市

開会セレモニー・餅まき

おしるこ無料限定サービス

藤里町出店

開会セレモニー・餅まき

おしるこ無料限定サービス

餅つき
手づくり餅の販売
藤里町出店
枝餅販売

8日8日

8日8日 9日9日

月 日（土）２22
浜辺の歌音楽館

開演14：00

大人１０００円
高校生以下５００円
※未就学児無料


